
ライカ TS側の設定 GeoCOM 

 

 

TPS1200 

 

・TS側で、「設定」― [通信設定] 

 

［GSI 出力］［編集］ 

インターフェイス使用：「ハイ」 

ポート：「ポート 3（BT）」 

プロトコル：「なし」 

GSIフォーマット：「GS18測定」「GS16測定」 

 

 

［GeoCOM モード］［編集］  

インターフェイス使用：「ハイ」 

ポート：「ポート 3（BT）」 

デバイス：「RS232 GeoCOM」 

プロトコル：「RS232 GeoCOM」 

 

 

 

 

 

外付けの、BlueTooth 機器の場合は、 

ポート１、ボーレートなどを合わせる 



 

TS15 

 

GSI出力 

GSIデータ出力にチェック 

・Bluetooth を使用する場合 

「TS Bluetooth 1」 

・無線ハンドルを使用する場合 

「無線ハンドル」 

GSI8 

 

GeoCOM 編集 

GeoCOM 通信を許可にチェック 

・Bluetooth を使用する場合 

「TS Bluetooth 1」 

・無線ハンドルを使用する場合 

「無線ハンドル」 

 

 

 

 

外付けの、BlueTooth 機器の場合は、 

ケーブル、RS232C を選択 

ボーレートなどを合わせる 

 

 

BlueTooth を使用できる無線ハンドルは、RH16 です。 

RH15 には、BlueTooth 機能はありませんので、内蔵の BlueTooth を 

使用する事になります、又は外付けの BlueTooth アダプタ。 

 



TS1６ 

設定―「システム情報」で、GeoCOM ロボテックが「ハイ」かを 

確認してください。 

「イイエ」の場合、電子野帳から TS16のモーター機能を 

使用できません。 

 

ロボテックライセンスは、オプションです。 

ライカか、販売店に確認してください。 

 

 

TS16の内臓 BlueTooth を使用する 

「接続」 

「全ての接続」 

「GSI出力」―「編集」ボタンを押す 

TS BlueTooth1 を選択 

「OK」 

GeoCOM 通信を選択、「編集」ボタンを押す 

TS BlueTooth1 を選択 

「OK」 

「測定」画面にする。 

 

 

 

TS16の外部 BlueTooth を使用する 

「全ての接続」 

GeoCOM 通信を選択、「編集」ボタンを押す 

デバイス「F5」を選択 

「RS232C GeoCOM」を選択 

「編集」F3 ボタンを押す 

ボーレート：１９２００ or 9600 など、外部 BlueTooth と合わせる 

パリティ：なし 

データ長：８ 

ストップビット：１ 

フロー制御：なし 

「記録」F1 を押す。 

「OK」 

「測定」画面にする。 

 

  


